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SportsTechがニッチからメインストリームへ
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成長するSportsTech支援エコシステム
2022年だけでも数多くのSportsTech企業を支援するプログラムが立ち上げられた



投資家 国 主な投資先

スポーツテックスタートアップの成長に大きく貢献するトップVC

9出典：SportsTechX出典：SportsTechX

• テクノロジーによって
変革を遂げるあらゆる
市場の中で、スポーツ
業界はまだその度合い
が浅いと言われるが、
近年は左の投資家をは
じめトップVCによる
投資が行われている 

• 市場全体の底上げをす
るためには、ここに挙
げたスポーツテック企
業が成功を収め、当該
業界がトップVCから
の更なる投資を引き出
すことが大切だろう

スポーツテックに積極投資するトップVC



スポーツテック特化型VCが台頭。しかし投資対象はアーリーフェーズで、投資額の多くはトップVC（前頁）による

出典：SportsTechX

投資家 国 主な投資先

•将来ユニコーンになり
得る企業（Zwift, 
Strava, Tonalなど）
にスポーツテック特化
型VCも投資 

• トップVCが
DraftKings, 
FanDuel, Dream11
などのファンタジース
ポーツ企業に投資して
いたのに対し、スポー
ツテック特化型VCに
はその傾向がみられな
い

スポーツテック特化型VC



2011年、SAPは自身のCVC部隊を 
Sapphire Venturesとしてスピンアウト

スポーツ＆メディア特化VCファンド 
アーリーステージ 
$115Mファンド

テック全般VCファンド 
グロースステージ

テック全般VCファンド 
アーリーステージ

$4B (約4300億円)のAUM

スポーツリーグ、チーム、ブランドなど業界のキープレイヤーを外部投資家として迎えており、スポ
ーツ業界における豊富なネットワークを活用できる。投資先企業との提携により、投資先企業の事
業を効率よく成長させることが可能

代表のMichael Spirito氏はNYヤンキース（MLB）やブルックリンNets（NBA）専門のメディア
企業Yes Networkを米国をFox Sports（米国大手スポーツメディア）に売却し、スポーツ業界に
おける豊富な経験を持つ

SAPからスピンアウトしたことで、独立性を高め、素早い意思決定を下すことが可能に

強み・特徴外部投資家（一部）

SAPがスピンオフしたSapphire Sportファンド



2015年、MLB球団のLAドジャースがスポーツ業界初のスポーツテックスタートアップ専門のアクセラレーター
「Dogers Accelerator」を発足した

2013年、元NBAスーパースターであるマジッ
ク・ジョンソンや投資会社Guggenheim 
InvestmentsがLAドジャースを買収

Guggenheim Investments主導の下、
LAドジャースがアクセラレータープログラ
ムを立ち上げ、その運営をR/GAが行う

アクセラレータープログラム
を展開する米国大手

6%のエクイティと引き換えに 
12万ドル出資＆メンターからのアドバイス

【輩出スタートアップ】

2020年、ワールドシリーズチャンピオン
に輝いたLAドジャース

野球チーム

イノベーション 
創出企業

ブランディング

メジャーリーグ球団がスポーツテック専門のアクセラレーターを設立



NBAは2021年6月に最新テクノロジーを主体的に開発・
支援するプラットフォーム「NBA Launchpad」を発足

2021年8月まで参加希望企業および起業家からの申請を受け付ける
流れ

書類選考を通過したファイナリストが2020年10月にプレゼンを行い最
終的な企業・起業家が決まる

選抜された企業・起業家は2020年11月から6ヶ月間NBAとの優先課題
領域における研究開発パイロットプログラムに参加

募集している4つのテーマ

バスケをする子供の健康向上 

選手のパフォーマンス向上 

足首の怪我の予防・回復 

レフリーの訓練・育成のレベルアップ

出典：NBA Launchpad, Forbes

NBAは世界で最もボディコンタクトが激しいバスケットボールリーグで
あり、選手は怪我と隣り合わせの日々を送っている。平均選手生命は5年
未満であり、選手にとって怪我によって離脱することの影響は非常に大き
い。NBA Launchpadはそのような課題を解決すべく、自ら最先端テク
ノロジーを探し活用するために設立された。NBAが抱えている課題を4
つのテーマとして提示し、それを解決しうるスタートアップを募集し提携
する。

NBA Launchpadの発足



1. 選手からの商品アドバイスを受けられる 
2. プロ選手のイメージを付けて販売し、大々的な
マーケティングを行うことが可能 

3. アクセラレーターには様々な種類の企業がアド
バイザーやファウンダーとして参加していると
ころも魅力的（以下一部）

1. 自分のライセンスと引き換えに（写真使用を許可
したりする）株（エクイティー）を持てることが
画期的 

2. 自分が関わっていたベンチャー企業がエグジット
することで、副収入を得ることができる 

3. エグジットしていなくとも、引退後の就職先とし
ての役割も持っている

＜選手側＞ ＜ベンチャー企業側＞

2017年、NFLの選手たちが主体となって立ち上げた「One Team Collective」
NFLの選手組合が立ち上げたアクセラレータープログラム

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%D0%A5%A4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%D7%A5%ED%C1%AA%BC%EA
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%D0%A5%A4


FCバルセロナが2016年に開始したスポーツに関する 
アクセラレーター事業「BARCA INNOVATION HUB」

　サッカーを初めとするスポーツ事業を通じて蓄
積された知識を活用して新たなサービスや製品を
生み出すエコシステムの構築を目指している

BARCA INNOVATION HUBが持つ知識・知見

社会への貢献、ブランドイメージの向上、新しいビジネスを立ち上げること
を目的として始まり、企業や大学などとテクノロジーの分野で共同開発を進
める。オンラインのスポーツ教育や医療、スポーツ分析などを中心に現在
約60種類ものプログラムが立ち上げられている。ピッチ上の選手の動きを
分析するテクノロジー、選手の体調管理を実施するツール、ファンが試合を
VRで観れる技術など、幅広く開発を進める。 

FCバルセロナはサッカーだけに限らず、バスケットボールやハンドボール
など様々なチームを抱えており、2,000人ほどのアスリートがいる。ま
た、サッカースタジアムは最大10万人を収容し、毎年350万人ほどのファ
ンが訪問する。そのため、スポーツに関する膨大なデータ量を保有してお
り、スタートアップにとっても提携することは大きな魅力となっている。

出典：Sports Tomorrow

バルセロナのアクセラレータープログラム



日本国内においても特定の競技団体やスポーツ庁、自治体と連携したアクセラレーターが続々と登場 
コンサルティング企業やeiicon、Creww、ゼロワンブースターなどの専門企業が運営を行うことが多い

出典：Real Madrid Next

横浜市と地元企業が組んで実施

スポーツ庁主催のプログラム

対象地域を中心とした多くのサポーター企業亀岡市と新設のスタジアムの合同プロジェクト 
運営はコンサルのDeloitte社

リソース提供チーム・団体

埼玉県庁と浦和レッズ・西武ライオンズらが共催

運営は横浜ベイスターズ 有するDeNA社

運営はCreww社 宇都宮市アクセラレータ

運営は電通・Sports Tech Tokyo 
・eiiconなど大所帯

スポーツ団体との提携をゴールとした日本のアクセラレーター



SportsTech Tokyo「Innovation League 2022」に採択！
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ライブストリーム：スポーツの価値はライブにあり

スポーツ中継

LIVEイベント

賞レース

Live! Live! Live!

TV視聴率TOP30のうち29番組が生放送

アメリカはTOP50の全番組が生放送



加熱するライブストリーミング争奪争い



スポーツ業界を牽引したNFTトレンド

企業価値

$13B

$6B

$13B

$10B



GOOD NEWS

出典：Medium

収集用のトレーディングカードがデジタ
ル化。あまり出回っていない貴重なカー
ドでもNFTとしてなら獲得できる。実物
のカードと比べて劣化などを気にしなく
て良い。

優勝記念品など選手でしか手に入らない
物をデジタル化。本来であれば実物は複
製などしか手に入らないが、NFTであ
れば本物を手に入れることが可能。

元々デジタルの物をNFT化したも
の。具体的には、チームのプレー
集や個人のハイライト集などがあ
る。昔の試合などの貴重なデータ
を得ることが可能。

カード型 優勝記念品型 デジタル型

スポーツ分野におけるNFTの種類



出典：Forbes

NBA Top Shot

TopshotはNBAとDapper Labsが共同で開発した
NFTプラットフォーム。主に選手の数十秒のハイライト
動画が売り出されている。5ヶ月間で2億3000万ドルの
取引が行われるなど多くのファンとマニアを取り込んで
いる。バスケットボールレジェンドのマイケルジョーダ
ンや現役スーパースターケビンデュラントからも資金調
達をしている。

Sorare

NFTのトレーディングカードを使って行うファンタジーフ
ットボールゲーム。世界140以上のクラブと提携してい
る。NFTのデジタルカードをプレイヤー間で取引すること
ができ、そのカードと実際の試合の結果を元にファンタジ
ーフットボールを楽しむ。8月から日本の仮想通貨取引所
Coincheckで取引を開始し、ネイマールや長友といった
有名選手のカードを獲得することが可能になった。

スポーツ分野におけるNFTの種類



出典：Coindesk, EUROLEAGUE

MLB

野球カードを制作するToppsは、MLBと協力して
トレーディングカードをNFTとして発売。昔から存
在する紙の野球カードを2021年4月からデジタル
コレクタブルとして売り出した。当初使用していた
ブロックチェーンはWaxだったが、2021年9月か
らブロックチェーンをAvalancheに変更すると発
表している。他にも当社は独サッカーリーグの
Bundesligaと提携してNFTを発行している。

EUROLEAGUE

欧州各国の競合チームが参加するバスケットボール
のユーロリーグは、ブロックチェーンを取り扱う
OAROと協力してプレー集をNFTとして販売。ユー
ロリーグ21年の歴史の中から厳選したプレー集をデ
ジタルコンテンツとして売り出した。現在は個人の
ハイライト集などを販売しており、マーケットプレ
イスでは数千円からプレイ集を買い取ることが可能
となっている。

スポーツリーグにおけるNFT



出典：Sporting News, BITTIMES

Golden State Warriors

NBAのGolden State Warriorsはプロスポーツチー
ム初のNFTを販売。1947年の優勝記念のチャンピオ
ンリングや試合のチケットなどをNFTとしてオークシ
ョン形式で売り出した。中には1日Golden State 
Warriorsの選手になれるという特典も含まれ、新た
な試みをバスケットボール球団として初めて行った。

Los Angeles Dodgers

スポーツ関連のNFTを取り扱うCandy Digitalが
Los Angeles Dodgersと協力してNFTを販売。主
に2020年優勝記念のチャンピオンリングやロゴのデ
ジタルアニメーションを売り出した。試合観戦のチケ
ットや始球式の権利がついてきており、今後も継続し
て記念品を販売していく予定。

スポーツチームにおけるNFT



NFTマーケットプレイス、OpenSeaの取引量は全盛期から99％下落
Crunchbaseが発表した情報によれば、Web3の鍵となるブロック
チェーン技術を有するスタートアップに対するVC投資が一気に減速し
ていることが分かった。 

NFTマーケットとして勝ち馬だと思われていたOpen Seaだが、全盛期
に比べると現在のユーザー数が1/3に減り、取引量は99％下落したとい
う。直近の資金調達時（2022年1月）のValuationが$13Bなので、
将来ダウンラウンドになった場合、投資家は目も当てられない状態に
なってしまいそうだ。

Web3の鍵となるブロックチェーンへの 
VC投資の推移

シリコンバレーのトップVCであるアンドリーセン・ホロ
ウィッツは約7B（約9000億円）の暗号通貨専用ファンドを
運用し、それを2022年のMidas Listで1位になったChris 
Dixonが率いるほどの力の入れ具合。 

Web3は脱GAFA、分散、民主的、永続記録等、いい側面を
持つ一方で、データ量が少なく、取引が高く遅いという問題
がある。そんな中、Web3流行を作ったアプリケーションが
投機欲にまみれたNFTだったとも言えるのではないか。



スポーツベッティングとは実際に行われるスポーツを対象とした賭け事（ギャンブル）の総
称。代表的な存在としては18世紀にイギリスの競馬場で行われた賭けを起源とするブック
メーカー。スポーツベッティングはもともと賭けを運営する店舗で提供をされていたが、イ
ンターネットなどの普及に伴い、オンライン化、モバイルデバイス化などイノベーションが
進み、今後市場として更なる成長が見込まれる。 

違法スポーツベッティングの市場は数百兆円にもなると言われ、闇のお金の流れの断絶、税
収の拡大を目指したギャンブルの合法化なども追い風になっている。 

ヨーロッパを起源とするブックメーカーがテクノロジーにより様々なカタチで世界各国へ普及

スポーツベッティングの特徴
競馬などをはじめとするレース競技、ルーレット・ブラックジャックなどを行うカジノ、ス
ポーツベッティングなどについて賭け事として一括りにされるが、スポーツベッティングに
ついては賭ける目的について他と異なる特徴を持つ。 

レース競技とカジノについては第一に金銭的なリターンを得ることに対して、スポーツベッ
ティングはもともとスポーツバーなどで仲間同士で予想を立てながらワイワイ楽しむという
ところから発祥したこともあり、必ずしも金銭的なリターンを得ることが一番の目的ではな
く、友人やファン同士のコミニュケーションが最大の目的だと言われている。

ギャンブル？スポーツ？変わりゆくスポーツベッティング



ブックメーカーとは欧米における賭け屋で18世紀の終わりにイギリスの競馬場で行われた賭けの
請負が起源。語源は賭けの記録をする台帳＝ブックから来ている。 

1960年にイギリス政府がライセンスを発行する形で合法化、以後民間に運営を委託され現在では
数多くのブックメーカーが存在する。 

主な賭けの種類は賭ける時点で配当率は発表されている「ブックメーカー方式」と総売上をプール
し、主催者収入などを差し引いた残りの金額を配当する「パリミュチュエル方式」がある。 

賭けの対象としてはスポーツを中心としつつも、近年ではスポーツに限らない賭けも存在する。
実際にイギリスのブックメーカーで見られるスポーツ以外の賭けの対象の事例

ジャンル 賭けの対象

政治 アメリカ大統領選挙 
次にEUを離脱する国

芸能 グラミー賞 
○月○日での特定の有名人のTwitterフォロワー数

天候 クリスマスに降雪はあるか

その他
オリンピック会場にUFOは飛んでくるか
マイケルジャクソンは生きているか 次にEUを離脱する国のオッズ画面（ウィリアムヒル）

スポーツからトンデモなものまで賭けにしてしまうイギリスの賭け屋

出典：William Hill

イギリス発祥のブックメーカー



Scientific Games 
Corporation 

•所在地：アメリカ ラスベガス 
•設立　：2001年 
•売上高：約3564億円 
•イギリスのスポーツベッティン
グの約80％を処理するプラット
フォーム「OpenBet」を買収 
セルフサービス端末の展開も行
う。

International 
Game 

Technology 

•所在地：イギリス ロンドン 
•設立　：1990年 
•売上高：約4974億円 
•親会社はデアゴスティーニ 
世界100カ国以上で事業展開。 
キオスク端末を展開しておりア
メリカの14の州に設置。アメ
リカでは最も使用されている。

Flutter 
Entertainment 

•所在地：アイルランド ダブリン 
•設立　：1988年 
•売上高：約2800億円 
•賭博店舗を持つパディ・パワー
やオンライン専門のベットフェ
アなどの多くのブックメーカー
やファンタジースポーツ大手
FunDuelが傘下。

GVC Holdings 

•所在地：ルクセンブルク 
•設立　：2004年 
•売上高：約4592億円 
•ロンドン証券取引所に上場。 
18カ国でライセンス以上でライ
センスを取得。 
スペインサッカー、レアルマド
リードのユニフォームスポン
サーだった「bwin」が傘下。

bet365 

•所在地：イギリス 
ストークオントレント 

•設立　：2001年 
•売上高：約4136億円 
•200カ国以上に利用者。 
他のブックメーカーと比較して
賭けの種類が豊富。 
ライブストリーミング配信サー
ビスが充実。

国を超えた顧客基盤・データ/テクノロジー・対象ジャンルなどの拡大を目的に、オンライン化が進む 
ブックメーカー市場の覇権を握るべく、企業買収が進められている

出典:：International Game Technology, GVC Holdings, bet365, Scientific Games Corporation, Flutter Entertainment 

主なブックメーカー（売上高上位５社）



世界のスポーツベッティング市場規模は前述した違法市場も加えると日本のGDPの60％相当の330兆円程度にな
るとの予測もあり、合法市場に限定しても2024年までの期間において年平均成長率10%と大きな成長していくと
されている。 

地域別に見ると、現時点におけるスポーツベッティングの最大の市場はヨーロッパで、アジアと北米が続くがこの
順位は近い将来変わる可能性が高い。 

今後の市場推移として注目したいのは最高裁判決を受けてスポーツベッティングが一部州で合法化されつつあるア
メリカと、IR施設が充実しスポーツベッティングで大きな収益を持つマカオと香港が位置するアジアである。 

年平均10％で成長するスポーツベッティング市場 
アメリカでの合法化のあと最後の未開拓市場である日本とブラジルの動向に注目

出典：zakzak

その他の地域を見ると南米市場では最大の人口を抱え、サッカー、バレーを
はじめ多くのスポーツが盛んなブラジルが現在スポーツベッティングが合法
化されておらず、市場規模としては未成熟だが、現在合法化にむけた検討も
進んでおり、今後大きな可能性を秘めていると言える。

スポーツベッティング市場



全米で大熱狂のファンタジースポーツ

ユーザー数  6000万人
テレビ局・スポーツ団体

市場規模は5-6兆円

機能的・複雑なUI/UXなのに
１社で時価総額4兆超え(1年で9倍)

との提携で事業拡大

コロナで更に加速



もしあなたがメジャーリーグの監督だったら？？
現役の全選手から好きな選手を選んでチームが作れたら？

❶アプリ上のリストから選手を選んでチームを作成

❷各選手ごとに「その日」の実際の試合の結果が反映 
（盗塁=３点・ヒット=5点・ホームラン20点など）

❸自分が作ったチームの選手の合計スコアで競い合う

❹順位に応じて賞金・賞品が付与される

リアルの試合結果と連動する新感覚スポーツゲーム

数億にも及ぶ賞金も！

全米熱狂のファンタジースポーツとは？



UI/UXに工夫を凝らしたアプリも多数追随するものの圧倒的な2強 
理由は「先行者の逃げ切り」アプリ化、デイリー完結、強いパートナーシップで独走 
　　　　1アプリ多競技型で、利用者・利用率の向上

2020年4月上場 2018年に 
英ブックメーカーにM&A

Fllutter Groupは 
カナダのStarsとの統合で 
2.4兆円規模の上場企業に

時価総額3兆超

主要投資家

出典：DRAFTKINGS, FUNDUEL

ファンタジースポーツ　アメリカの超２強アプリ



新たなファンタジースポーツ企業の台頭
新たなモデル、新たな地域を攻める企業が注目を浴びている

ブラジル初のDFS 

創業：2019年 
資金調達：累計$38M 
サービスロンチ：2021年

【特徴】ブラジル国内におけるSportsTechスター
トアップとしては史上最高額の資金調達。ユーザー数
は150万人を超える 

【主な投資家】Bullpen Capital、Courtside 
Ventures、Kaszek

マイクロベッティング（In-
playベッティング）に特化し
た初のDFS 

創業：2022年 
資金調達：累計$50M 
サービスロンチ：2022年9月

【特徴】In-playベッティングに完全特化。短時
間で終わるため何度も賭けてしまう中毒性がある 

【主な投資家】Elysium Venture Capital、 
TampaBay.Ventures、FunSight Ventures

新たなモデル

スペイン語圏初のDFS 

創業：2021年 
資金調達：累計$37M 
サービスロンチ：2022年6月

【特徴】メキシコ発のスタートアップ。現在は
メキシコで展開中。将来は南米諸国に進出予定 

【主な投資家】Sequoia Capital、Bullpen 
Capital、Courtside Ventures、Kaszek 
NBA選手（Kevin Durant, Paul Gasol）

新たな地域



今日のアジェンダ
1.　自己紹介 

2.　アメリカのスポーツxテクノロジーの潮流  

3.　なんでもドラフトについて



『近未来』予想プラットフォーム

テクノロジー x スポーツ・エンターテインメントの力で 
もっとワクワクする毎日を世界中に届ける

世界初!?



ファンエンゲージメントを、より長く、より深く増幅させる

活躍する選手を予想する＝試合前にたくさんの情報により長く触れ、熱が高まった状態で試合当日を迎えます。 
当日情報がインプットされている状態、推しの選手がいる状態で、より深い試合の観戦体験を実現します。 
試合後、自分の予想がどうだったか、周りのファンや友だちとの会話が生まれることで試合の余韻を残します。

なんドラの 
熱量ジャーニー

試合前

試合当日

従来の 
熱量ジャーニー

試合後試合直前



スポーツを３度楽しむドラフトアプリ
試合前

活躍選手を予想して自分だけの 
オールスターチームを作成

試合中

一般的な試合の勝ち負けに加え 
独自の基準でドラフトの 
勝ち負けを楽しめる

試合後

友達との対戦結果や 
全国ランキングで熱狂 
ランクアップで、 
ギフトゲットも！



現行のwebサービス（ドラフト⚾野球の場合）

多種なジャンルの中から 
好きなドラフトを選択

今日活躍しそうな選手を 
5人だけ予想

データや成績を見ながら 
ポジションごとに予想

所属チームを自分だけの 
オールスターを作成

試合終了直後 
現実の結果に応じて順位が決定

Service



実現したい世界観

なんドラで選択肢をドラフトする為に、自分で調べたり考えたりする

M-1グランプリ誰が勝つ？
今プロ野球どこが強いの？

今週株価が上昇する銘柄は？
今クールの新ドラマ注目は？

受動的な情報の消費

自分だったらどうする？という能動的な思考、主体的な体験を通してニュースに触れる

通勤電車の暇つぶしの時間が思考や感性を育てる大切な時間になる

能動的な思考・学び・応援

溢れる情報の中、能動的・当事者的な学びの機会を！

もし、あなたが「GM」「監督」「社長」「オーナー」だったら？

「近未来」に対する能動的思考

イベントへの 
当事者意識 結果に対する興味 接触時間の増幅



スポーツ視聴時間

ファンタジースポーツ利用者の
スポーツ視聴時間は非利用者の

2.7倍

利用目的

による調査

スポーツ予想関連サービスの利用目的
１位　友人との対戦やコミュニケーション 
２位　スポーツ観戦の盛り上がり向上 
３位　データ分析や予想自体を楽しむ 
４位　勝利による賞金の獲得

「８割の人が賞金の換金をしない」

日本での合法モデルに大きな期待が持てる



なんドラの特徴

• 様々なコミュニティを有する 
• チームの目的に合わせた予想コンテンツの作成が可能 
（予想内容や特定のコミュニティに向けた配信など） 

• 既存ファンのエンゲージメント＆ロイヤルティを高めるツール 
• オンライン参加のみならず、スタジアム・アリーナ現地において
観客を盛り上げるための施策 

• 子供も楽しめる



スポーツ関連アクセラレーター採択 
今後のトレンドへの注目・期待 
スポーツ庁や経産省のスポーツテック事例でも掲出



（提携実績）Bリーグ福島ファイヤーボンズ

Xリーグ・ノジマ相模原ライズ・福岡SUNS・アサヒシルバースターズ　



（提携実績）北海道コンサドーレ札幌

（提携実績）ハンドボール・ジークスター東京　※現地の様子

観客の４割が参加！

ジークスター東京 
全試合での実施決定 
成功を受けてリーグ主催試合(プレーオフ全試合)でも実施

（提携実績）マイナビネクストヒロイン・配信連携

「HOW MANY チョレイ！」
アスティーダ＆張本選手と提携

予想上位入賞で
福原愛さんと
卓球ラリー！



コミュニティ活性やファンの熱狂を実現したい 
スポーツ団体・事業会社の方、 

是非ご一報ください！

エンタメ・スポーツど真ん中正面突破！


